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例  言

1 本書は、オリオン機械株式会社から委託を受けた更埴市教育委員会が、平成 6年度に実施 した倉

庫建設に伴う大境遺跡発掘調査報告書である。

2 本書の編集執筆は、佐藤信之が行った。

3 現場における実測図は担当者が作成し、遺物の実測は小野紀男、佐藤が行った。

4 空中撮影はジャステック榊に委託した。

5 本文中の方位は真北を表しており、調査基準点は光陽測量榊に委託し、平面直角座標系第Ⅵ‖系の

座標値を求めた。

6 本文中の遺構、遺物実測図の縮尺、表現は原則的に下記のとおりであるが、一部異なるものがあ

る。

・遺構 :住居跡 1/60   掘立柱建物跡 1/80   土坑 1/30

遺物 :土器  1/4   玉類     1/1
・遺構図版の 華1:I華Iは焼土、 11111は 炭化物を表している。

遺物図版の 導難灘|は赤色塗彩、 11::1は 黒色処理を表している。また須恵器は断面を黒

塗 りで表現した。

・住居跡の主軸方向はカマ ド・炉を中心に設定した。

7 本調査の出土遺物、実測図、写真等はすべて更埴市教育委員会に保管されている。なお、本調査

の関係資料には、大境遺跡 6次調査を略して「OZ6」 と表記した。
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1章 調査の概要

第 1節 概  要

1 調査遺跡名 屋代遺跡群 大境遺跡  (市台帳NQ31-7)

2 所在地及び 更埴市大字屋代字大境

土地所有者 須坂市大字幸高246 オリオン機械株式会社

3 原 因 及 び オ リオン機械帥倉庫建設工事

事 業 者 オ リオン機械榊

4 調 査 内 容 発掘調査  (調査面積約800m2)

5 調 査 期 間 平成 6年 8月 29日 ～11月 1日

6 調 査 費 用 6,270,000円  全額原因者負担

7 調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 佐藤信之 更埴市教育委員会

調 査 員 小野紀男 更埴市教育委員会

調査参加者 安藤 勝 岩佐けさ美 猿渡久人 大井操子 柿崎等子 金井順子 久保啓子

小林千春 小林昌子 小林芳白 酒井幸治郎 高野貞子 田島秀一 富沢豊延

中村久美子 中村文恵 半田公子 前山幸子 町田祐介 宮崎恵子 村山 豊

吉沢 豊

事 務 局 山崎芳之 下崎雅信 矢島宏雄 佐藤信之 小野紀男

種別・時期 集落跡 古墳時代～中世

遺構 。遺物 古墳時代   竪穴住居跡 29棟

奈良平安時代 竪穴住居跡 8棟 掘立柱建物跡 1棟 水田跡  1面

中世     土坑墓 13基

出土遺物   コンテナ55箱



第 2節 発掘調査に至る経過

平成 6年 7月 、オリオン機械榊から大境地籍に倉庫の建設を計画しているとの連絡があった。市で

は隣接する自動車道の発掘調査で木簡等が出土しており、特に重要な遺跡であることから、県教育委

員会を含めた協議が必要と考え、文化課に伝えた。 7月 19日 、文化課、原因者、設計者、工事施工者、

市教育委員会による協議が行われた。協議の中で、すでに建設されている倉庫との関係から、盛土に

よる保護は困難であるとの報告があり、市教育委員会では、現状の設計では全面発掘調査が必要であ

ると報告 した。その後、建設位置を南側へ変更し盛土することができないか協議されたが、結論がで

ず、改めて協議を行 うこととした。 7月 29日 、オリオン機械帥より倉庫の位置を変更することは不可

能であり、発掘調査を行ってほしいとの連絡があり、 8月 3日 、埋蔵文化財発掘の通知が提出された。

8月 11日 、 2回 目の協議を行った。建設面積が1,500m2か ら1,350m2に 縮小されたが、基礎は包含層に

達するため、水田跡となる一部を除き発掘調査を行 うこととした。また、協議の中で縄文時代の遺構

の調査についても話し合われたが、地下 4～ 6mと 深い部分であり、直接影響を与えることはないこ

とから、調査は行わないこととなった。

8月 22日 、オリオン機械榊 と更埴市の間に発掘調査の委託契約が締結されたため、埋蔵文化財発掘

調査の通知を提出し、 8月 29日 から発掘調査に入った。残暑が厳しく雨がほとんど降らなかったため、

遺構検出に苦労したが、大学生の協力もあり、11月 1日 無事完了し、そのまま、整理作業に入った。

第 3節 調 査 日誌

平成 6年 8月 29日

31日

9月 2日

5日

8日

12日

20日

24日

10月 6日

19日

25日

26日

27日

11月 1日

発掘調査機材搬入し、重機により表土除去を始める。人骨出土。

水田跡の畦畔の検出を行う。

重機による掘 り下げが完了したため、グリットを設定する。

屋代城の発掘調査が完了したため、作業員加わる。住居跡の存在を確認するが、

切 り合いが多くプラン不明。

水田跡が地表下 2m以上となるため、重機入れ掘 り下げる。

宮裏遺跡調査開始、20日 まで。

1号住居跡掘 り下げを始める。

9号住居跡より遺物多量に出土。

3号溝南側上面から土坑墓集中して検出。

3号溝底部より遺物多量に出土。

空中撮影のため調査区全面の精査を行 う。

ラジコンヘ リにより空中撮影を行 う。

水田跡に トレンチを入れ、下部の遺構検出を行う。

機材を撤収して現場における作業を完了とする。



第 2章 遺跡の環境

大境遺跡は、上田市から北流を続ける千曲川が、善光寺平に入りその流れを大きく東へと変える部

分の東岸に形成された広大な自然堤防上に営まれた集落跡で、周辺の遺跡を含めて屋代遺跡群 として

把握されている。この自然堤防の南側には後背湿地が広がり、「屋代たんぼ」と呼ばれ、古 くから水

田として利用されてきた。その後背湿地は昭和36年から39年にわたって、国内初 ともいえる条里地割

の総合学術調査が行われ、その実体が明らかにされている。さらに南側で善光寺平南端を画する山々

は、山麓線の入り組んだリアス式海岸を思わせる様相を示している。後背湿地に向かって延びる尾根

上は、 4世紀から5世紀の前方後円墳が集中しており、平成 4年度に保存整備事業の完了した森将軍

塚古墳をはじめ、倉科将軍塚古墳、土口将軍塚古墳、有明将軍塚古墳などが、沖積地を見下ろすよう

に点在 している。

屋代遺跡群は、東西3.5km南北 l kmに わたって展開する更埴市最大の遺跡群で、・生仁、灰塚、馬口、

城ノ内遺跡等が含まれている。上信越自動車道の建設に伴い、働長野県埋蔵文化財センターによって

実施された発掘調査では、地表 4～ 6mに かけて縄文時代中期の集落跡が発見され、屋代遺跡群は縄

文時代中期から中世にわたって展開した大遺跡であることが知られている。更に同センターによる今

年度の調査で、今回の調査地に隣接する部分から、国符・郡符木簡を初め、40,000点 に達する木製品

の出土があり、周辺に官衛が存在する可能性が極めて高くなった。

大境遺跡は、屋代遺跡群中央部の北側に位置しており、標高356m、 千曲川との比高 5m前後を測

ることができる。隣接する城ノ内遺跡は古 くから遺物の出土が知られており、昭和32年に発掘調査が

行われ、善光寺平における古墳時代から平安時代の編年が試みられている。また、城ノ内遺跡はその

字名が示すとおり、中世に居館址 (城)があったとされる所であり、堀と思われる溝が多数検出され

ている。大境遺跡における発掘調査は、昭和62年 と63年、そして平成 5年に民間の開発事業に伴って

行われており、弥生時代から中世の遺構が検出されている。

0             100km

(|:500,ooo)

第 1図 更埴市の位置
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大境遺跡

森将軍塚古墳

4.馬 口遺跡

7.倉科将軍塚古墳

第 2図

有明山将軍塚古墳
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第 3図 調査位置及び遺跡全体図





第 3章 遺構 と遺物

第 1節 古 墳 時 代

検出された遺構の多くは古墳時代の住居跡で、29棟 を数えられるが、切 り合いが多く全容をつかめ

た住居跡はほとんどない。自然堤防からはずれる北側からは検出されていないが、南側はほぼ住居跡

で覆われている。

9号住居跡 (第 4～ 8図、図版 3・ 7～ 9)

位置 :H・ I-4・ 5   規模 :4。 85m× 平面形 :隅丸方形 ?'

主軸方向 :不明 新旧関係 :8・ 16号住居跡に切 られ、20号住居跡を切 る。

床面 :自 然堤防の縁辺部に当たるため、北側はすでに失われており、南側半分を検出したに過ぎない。

ほぼ平坦であったが、締まりはなく軟弱であった。中央部から東側にかけて炭化材、焼土が集中して

検出されており、焼失住居跡と思われる。

壁 :残存部は垂直に近 く、南側で最大壁高18cmを 測ることができる。

炉 :炉 と断定できるものはないが、炭化材が集中する部分 とその東側に焼土化した床面が見られる

ことから炉の可能性がある。

柱穴 :主柱穴と思われるものが 1本検出されている。深さは約60cmで掘形は不整方形となる。
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I 暗褐色土

H 暗褐色土 (炭化物・焼土多量に混入 )

III 暗黄掲色土

9号住居跡

O            m

第 4図
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第 5図  9号住居跡出土遺物 1
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第 6図  9号住居跡出土遺物 2



遺物 :完形あるいはそれに近い状態で南壁の隅より集中して出土

している。 1～ 10は 土師器の杯で 2・ 6・ 9に は内面黒色処理が

施されている。いずれもヘラミガキで整えられており、日縁部は

体部がそのまま丸まって端部に至るものと、僅かに外反するもの

がある。11～ 22は 高杯で、11～ 19は杯部に段を持ち、日縁部が外

反あるいは直線的に開き、脚部が筒状になるものであるが、20の

ように彎曲してそのまま口縁端部となり脚部はハの字状に開くも

のが含まれている。21・ 22は 大形で杯部に 2つの段を持ち、脚部

にも段がある。いずれも丁寧なヘラミガキで整えられており、放
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⊂D30

29

S=%

第 7図  9号住居跡出土遺物 3

射状、連弧状などの暗文が見られる。23～ 25は 甕で口縁部は、 くの字状に外反しており、25は 長胴化

の傾向を示している。26は 有段口縁の壺、27は 対状の壺である。小型丸底土器の存在は認められない。

玉類には勾玉、管玉、自玉が各 1`点 あり、いずれも滑石製である。

蟄 2

吻

Iθ

第 8図  9号住居跡遺物出土状態



10号住居跡 (第 9010図、図版 9)

位置 :E・ F・ G-6・ 7  規模 :8.30m×

主軸方向 :N-60° 一W

平面形 :隅丸方形 ?

覆土 :検出当初 2棟以上の住居跡が重なっているものと考え掘 り下げを始めたが、覆土に変化がなく

また床面や壁面にも切 り合い関係を積極的に裏づける根拠がないため、 1棟 とした。

床面 :ほぼ平坦であ り、炉付近は良 く締まっていた。中央部下 ら北側は自然堤防の縁辺部にあるため

すでに失われている。

壁 :南壁 と西壁の一部を除

き失われている。やや角度を

持って立ち上が り、南西隅で

最大壁高30cmを 測れる。

周溝 :南東隅から南壁の一部

で、幅 10cm、 深さ 5 cm前後の

周溝が検 出されてい る。 ま

た、南壁か ら約 1.5m入 った

音6分に幅20～ 40cm、 深さ10～

15cmの 溝が検出されている。

Plの 部分 で直角に折れてい

るため、間仕切 りの溝 とも考

えられるが、東側が自然堤防

縁辺部の斜面 とつながってい

るため、地割れの可能性 もあ

る。

炉 !地床炉で中央付近から

検出されてお り、約 5 cm程窪

んでいる。

柱穴 :3本の柱穴が検出され

ている。 Plは 主柱穴で深 さ

85cmを 測れるが、他は20cm程

で住居跡 との関係は定かでな

遣物 :出土遺物は少ない。 1

は口縁部が長い小型丸底土器

でミガキは施されていない。

2は杯で弥生時代の影響 を強

く残 している。 3は S字状 口

縁を持つ甕でいわゆるB類に

分類できる。肩部にヨコハケ

の餃

@

J- gsq.sot

第 9図  10号住居跡
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第10図  10号住居跡出土遺物

は施 されていない。 4・ 5は球形の胴部下らラッパ状に開 く口縁部を持つ広口壺で、器面には ミガキ

が施されている。 4の 口縁端部が丸 くなるのに対 して、 5は 小さな段を持っている。 6は ガヽ型の壺あ

るいは甕の胴下半部で、細かいハケで整えている。 7は壺の胴部で赤色塗彩が施されている。

‖号住居跡 (第 11・ 12図 )

位置 :G・ H・ I-1・ 2

規模 :(4.80× 4.60m)

平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-55° 一W

新旧関係 :507・ 18号

住居跡に切 られる。

床面 :カ マ ド周辺は顕著

であったが、東壁側は明

確に検出できなかった。

壁 :南西隅は顕著で壁

高20cmを 測れる。

カマ ド :西壁中央付近か

ら検出されているが、す

でに 7号住居跡により壊

されており、煙道と焼土

を検出したにすぎない。

柱穴 :カ マ ドの南側から

1本検出されている。上

″
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第11図 11号住居跡
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らかであるが、機能に

ついては不明である。

遺物 :出土遺物は少な

く、図示できるものは

内面黒色処理された杯

と、 月同音6径 と口縁音6径

がほぼ同じくなる長胴

甕 2点 であった。

OCm

第12図  11号住居跡出土遺物

12号住居跡 (第 13・ 14図 、図版 3)

位置 :IoJ・ K-2・ 3  規模 :5.85× 5。 80m 平面形 :隅丸方形

主軸方向 三N-65° 一W 新旧関係 :33・ 36号住居跡を切る。

床面 :平坦で良く締まっている。中央部と南東隅からは中心部から放射状に広がる炭化材が、やや床

0                     2m

第13図  12号住居跡
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第14図  12号住居跡出土遺物

面から浮いた状態で出土している。

壁 :ほぼ垂直に立ち上がっており、最大壁高25cmを 測れる。36号住居跡と重なっている東壁は明確

に検出できなかったため、一部推定による部分がある。

炉 :西壁中央から60cmほ ど入った部分に地床炉が検出されている。

柱穴 :8本の柱穴が確認されているが方形の並びを示していない。 Pl・ P5は 深さ約80cmと なり、主

柱穴になるものと思われるが他の柱穴と住居跡との関係は明らかでない。

遺物 :出土遺物は多いが小片で図示できるものは少ない。 1・ 2は杯で 1の 口縁端部は内削ぎとなり

放射状の暗文が施されている。 3は椀で口縁部はくの字状に外反する。 4・ 5は小型の甕で、 4は器

壁も厚 く作 りも粗雑である。

玉類は覆土中から出土したもので、管玉 2点、自玉 1点があり、いずれも作りはていねいであるが

滑石製である。

14号住居跡 (第 15016図、図版 4)

位置 :BoC-4・ 5   規模 :5.40m× 平面形 :胴張隅丸方形

主軸方向 :N-50° 一W  新旧関係 :4号住居跡・ 1号掘立柱に切 られ、17・ 21号住居跡を切る。

床面 :平坦で顕著であった。特に中央付近は良 く締 まってお り、移植 ゴテが刺さらない程であった。

壁 :垂直に近 く顕著であった。

カマ ド :出土遺物からカマ ドの存在が想定されるが検出されていない。

柱穴 :7本の柱穴が検出されている。この内P4～ P6は 1号掘立柱建物跡北側の柱列で、 P7も 上部

から検出されてお り、住居跡よりも新 しい。 Pl～ P3は 主柱穴 と考えられ、直径 40～ 60cm深 さ35～ 80

cmで、ほぼ 3mの間隔を持って配置されている。

遺物 :出土遺物は少ない。 1・ 2は土師器の杯で、 1の体部は手持ちのヘラケズリが施されてお り、

2は 内面黒色処理が施されている。 3は須恵器の小壺で、 4は 内外面 とも丁寧にヘラミガキされた壺

である。 5は 内面黒色処理された鉢で、指圧痕を残すが荒いヘラミガキを施 している。

玉類 として碧玉製の管玉がある。

Iイ
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20号住居跡 (第 17・ 18図、図版 4・ 10)

位置 :H・ I-3・ 4    規模 :不明          平面形 :不明

主軸方向 :不明      新旧関係 :5。 9・ 36号住居跡に切 られ、 2号溝を切る ?。

床面 :柱穴付近は顕著で良 く締まっていたが、遺物が出土 している付近は明確でなかった。

壁 :周囲が住居跡に切 られているため、壁は南側で僅かに検出されたにすぎない。立ち上が りはな

だらかで、最大壁高 8 cmを 測れる。

柱穴 :5号住居跡と9号住居跡に挟まれた部分から検出されてお り、出土遺物からこの住居跡の柱穴

と考えた。直径約70cmで渫さは9ocmを超える。

遺物 :2号溝との新旧関係が明確でないため、住居跡に伴う遺物とは明言できないが、柱穴から出土

した高杯 (1)の存在から住居跡の遺物として扱った。 1・ 2は高杯で共に脚部に 3孔が穿かれてお

り、 1は杯部が彎曲して立ち上がるのに対して、 2は直線的で脚部が大きい。 3は器台の脚部でやは

り円形の透か しが 3孔穿たれて

いる。 4・ 5も 高杯か器台の一

部である。 6は S字状 口縁を持

つ甕 でいわゆ るC類に含 まれ

る。器高に対 して胴径が大 きく

台が付かない。 7・ 8は球形の

月同音Ьからラッパ状に開 く口縁音6

を持ち、器面は細かいハケで整

えている。 8の 口縁部内面には

ボタン状に粘土粒を貼 り付けた

部分 1ケ所ある。

第17図  20号住居跡
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22号住居跡 (第 19～ 21図、図版 4)

位置 :BoC-1～ 3    規模 :4.80m×        平面形 :方形

主軸方向 :N-55° 一W   新旧関係 :15・ 23号住居跡に切 られる。

床面 :平坦で良 く締 まっていた。

壁 :北壁は明確に検出できたが、23号住居跡と切 り合 う南壁は一部推定 となっている。検出できた

壁面は垂直に近 く、最大壁高20cmを 測る。

カマ ド 1西壁北寄 りに構築 されてお り、南側は15号住居跡に切 られている。粘土製で芯に石などの使

用はな く火床は良 く焼けていた。

柱穴 :カ マ ドの北側に 2ケ 所の掘 り込みが検出されている。 1つ は 1辺 40cm程の方形で遺物がまと

まって出上 していることから、カマ ドに付属する施設と考えられる。直径30cm程の掘 り込みはカマ ド

に接 してお り、柱穴 とは考えに くい。

遺物 :カ マ ドの周辺からまとまって出土 している。 1・ 2は土師器の杯で口縁端部が外反 し、 1は 内

面黒色処理が施 されている。 3は高杯の杯部である。 4～ 6は甕で、胴部は球形に近 く最大径 を胴部

中ほどに持つ。 6の胴部外面にはヘラミガキが施されている。 7・ 8は甑で平坦な底部を持つ ものと

持たないものがある。
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31号住居跡 (第 22～ 24図 )

位置 :0・ P-6・ 7    規模 :不明

平面形 :不明   主軸方向 :不明

新旧関係 :水 田跡に切 られる。

床面 :東側は調査区外、西側は水田跡に切 られて

いるため、検出できた部分は%程であったが、平

坦で顕著であった。

壁 :僅かに検出された南壁は顕著で、壁高15cm

を測れる。

遺物 :出土遺物は少ないが、完形に復元できるも

のがある。 1は杯部内面に黒色処理を施 した高杯

で、杯体部に屈曲部はなく、脚部が長い。 2は底

部に複数の穴が開けられた甑で、口縁部が外反す

る。 3は小型甕で外面にはヘラミガキが施されて
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いる。 4は大型の甕で底部は丸底 となる。

球形の胴部はていねいなヘラミガキが施さ

れている。

37号住居跡 (第 25。 26図、図版 5)

位置 :LoM-1・ 2    規模 :不明

平面形 三隅丸方形    主軸方向 :不明

新旧関係 :3号溝、10011・ 12号土坑墓に

切 られる。

床面 :炉 と思われる焼土付近から12号土坑

墓周辺は良 く締まっていたが、 3号溝と接

する部分は明確でなかった。

壁 :Jヒ 西の一部が検 出されたに過 ぎな

い。遺物が集中していることから遺構の存

在は早い段階から想定されたが、落ち込み

が確認できたのは床面直上で、壁高 8 cm程

であった。炉 :直径35cm前後の地床炉で、

O TTTTT____¬ ~~一一一―一一一一響
Cm

第24図 31号住居跡出土遺物 2

東側に小さな河原石が据えられている。焼土化 した範囲は狭いが良 く焼けていた。

遺物 :炉の周辺からまとまって出土 している。 1・ 2は土師器の杯で 1は 回縁端部が内削ざとなり、

内面黒色処理が施されている。 3は甑で、 4～ 7は 外面をハケで整えた甕で、口縁部は くの字状にな

り、長胴化の傾向を示 している。 8は ていねいなヘラミガキが施されてお り、壺であろう。 9は対形

の壺で胴部が扁平で口縁部は内彎 して立ち上がる。
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第 2節 奈 良 時 代

奈良時代の遺構は少なく竪穴住居跡 2棟 と掘立柱建物跡が 1棟検出されたに過 ぎない。掘立柱建物

跡は時代 を決定するだけの資料はないが、切 り合い関係、方向などから奈良時代 と考えた。

18号住居跡 (第 27・ 28図 )

位置 :H・ I-1・ 2   規模 :6.20m×         平面形 :隅丸方形

主軸方向 :N-60° 一E   新旧関係 :11号住居跡を切る。

床面 :顕著であったが、あまり締まっていなかった。

壁 三南側は調査区外 となるため顕著であったが凹凸が多い。西側はなだらかな立ち上が りであった

が、東側は垂直に近 く壁高60cmを 測れる。

カマ ド :北壁中央やや西寄 りに作 られた粘土製のカマ ドで、壁面よりわずかに突出する。袖部はほと

んど残っておらず、火床が検出されたにすぎない。

柱穴 :北側の 2本が検出されている。床面から確認できる掘形は不定形で lm前後 と大 きく、深さは

50cm程を測れる。柱部分ば更に深 く床面から約 lmを測れる。

遺物 :出土遺物は多いが図示できるものは少ない。 1～ 4は須恵器杯で箆切 りされた底部から体部が

直線的に立ち上がるものと、体部下半で屈曲するものが見られる。 5は高台を持つ杯で、 6は その蓋

である。 7は須恵器の高盤で、小破片が多いが数個体ありそうである。 8は須恵器の甕で、口縁部は

短 く最大径を胴部に持つ。

第27図  18号住居跡
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1号掘立柱建物跡 (第 29図 )

位置 :A～ C-3～ 5   規模 :3.7× 3.6m

長軸方向 :N-45° 一E  新旧関係 :14・ 21号住居跡を切る。

掘形 :直径 80～ 100cmの 円形で、深さは50cm前後を測る掘 り込みである。断面形はU字形に近 く、底

面に柱の痕跡 と思われる落ち込みが見られる掘形 もある。

柱間 :1問 × 2間の建物であり、梁行3.7m、 桁行3.6mで柱間は1.8m前後 となる。

出土遺物 :こ の遺構に伴 うと思われる遺物は出土 していない。
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第 3節 平 安 時 代

平安時代の遺構には、 6棟の竪穴住居跡と水田跡、溝がある。住居跡は中央部分で 3棟が重なるも

のの自然堤防上に散在 している。水田跡は湾状に入 り組んだ部分から、砂層に覆われて検出されてい

る。

4号住居跡 (第 30・ 31図、図版 5。 10)

位置 :BoC-5・ 6

主軸方向 :N-130° 一E

規模 :3.90× 3.50m 平面形 :方形

新旧関係 :4・ 24・ 27・ 29号住居跡を切る。

床面 :平坦で良 く締 まってお り、中央部分が僅かに高 くなる。カマ ドの南側には直径40cm深 さ10cmほ

どの掘 り込みが見られる。

壁 :ほぼ垂直に立ち上がってお り、最大壁高は30cmを 測ることができる。カマ ドのある東壁が西壁

より25cm程長 く作 られている。

カマ ド :東壁中央部に壁面より、奥行 き約20cm幅 50cm程突出して作られてお り、袖には板石が利用さ

れているが、崩れてお り原形をとどめていない。火床は良 く焼けてお り、周辺に炭化物が広がってい

た。

遺物 :カ マ ドの周辺からまとまって出土 している。 1は 内面黒色処理された土師器杯、 2は須恵器の

杯で共に、糸切 り痕 を残 している。 3・ 4は 口縁部が内彎する鉄鉢形の土師器の鉢で、底部は平底 と

なる。 5～ 8は土師器の甕で、いずれもロクロ調整の後胴下半部にヘラケズリを施 している。 9は広

日の四耳壺で、器面を平行叩き

で整え、肩部に断面三角形の突

帯を巡らし4ケ所に粘土紐 を貼

り付けて耳 としている。

5号住居跡 (第 32・ 33図 )

位置 :H・ I-3・ 4

規模 :3。 75× 3.25m

平面形 :方形

主軸方向 :N-50° 一W      ⊥

新旧関係 :7・ 11号住居跡、

2号溝を切 る。

床面 :平坦で検出は容易であっ

たが、あまり締まっていなかっ

た。そのため、一部に 7号住居

跡の床面まで掘 り下げてしまっ

た部分がある。 a rsq. oo t
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壁 :最大壁高40cmを 測ることができ顕著であった。

カマ ド:西壁南寄 りに作られている。すでに袖はなく火床と煙道の一部が残っていたにすぎない。
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遺物 :1は 内面黒色処理 された土師器

で、高台を持つ椀になるものと思われ

る。 2は須恵器の杯、 3は灰釉陶器の

皿で釉はハケ塗 りされている。 4・ 5

は土師器の甕で、 4は底部に回転糸切

り痕を残 している。 5は ロクロ調整の

後胴下半部にヘ ラケズ リを施 してい

る。

水田跡 (第 3図 )

調査区北東部は北側から湾状に入 り

込んだ地形 となってお り、この一段低

くなった部分からは現水田面 も含めて

6面以上の水田跡が検出されている。

このうち上部から 5面は近世から現代

の水田であるため今回の調査からは除

外 した。

最下部水田跡は自然堤防上には存在

しない厚い砂層に覆われている。この

砂層は自然堤防南側に広がる更埴条里

0                    2m

第32図  5号住居跡
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第33図  5号住居跡出土遺物

水田を覆 う砂層 と同 じものと考えられる。 自然堤防からの落ち込みは、かなりの角度で落ち込んでお

り、地形に沿って延びる浅い溝条の部分 を挟んで水田跡となる。 1号水田跡 とした南側の三 日月形の

水田は、北側の 3号水田跡より約60cm高 く、東側 を通る 3号溝 との接点に水口がある。田面には鋤耕

の痕跡と思われるものが東西方向に延びている。北側の水田跡は中央部分 を北に延びる幅1.5m高 さ1

5cm程 の畦畔によって 2号水田跡 と3号水田跡に 2分 されてお り、 3号水田跡に比べ 2号水田跡は約2

0cm高 い。両者 とも不定型な水田跡にも鋤耕の痕跡と思われるものが南北方向に延びていた。

華[ラ7



3号溝 (第 34図 )

調査区東側で検出されており、自然堤防縁辺部でくの字条に屈曲し、自然堤防の縁に添って延びて

いる。南側は自然堤防を幅3。 9m深 さlm程の逆台形状に掘 り込んで作られており、底部から多量の

土器片が出土している。南側の断面から掘 り直しが行われていることがわかる。これに対して水田部

分では盛 り土を行い、幅 lm深さ30cm程 の天丼川となっている。盛 り上は幅 4m高 さ lmに及んでお

り、溝底部と3号水田跡との比高は80cmを 測れる。

出土遺物は小片が多くその数は4000′点に達している。弥生時代から平安時代の遺物が含まれており

周りから投げこまれたものと思われる。
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第 4節 中世 以 降

調査区南束の37号住居跡付近から多数の土坑墓が

検出されている。その存在 を確認できたものは13基

であったが、骨の出土が他にも見られることから、さ

らに数基の土坑墓があったものと思われる。人骨か

馬の骨を埋葬 してお り他に遺物はない。検出は極め

て困難であり、掘 り込みは推定 となるものが多い。

3号土坑墓 (第 35図、図版 6)

位置 :L-3 規模 1145× 70cm

平面形 三隅丸長方形  長軸方向 :N-30° 一E

構造 三人骨の出土から存在がわかった遺構であり、

南側は推定となる。底面は平坦であり、人骨は底面

に密着していた。

人骨は脊椎骨・肋骨はすでになくなっていたが、

埋葬状態はつかめる。頭骨は北北東にして西を向け

足は脊椎骨 と大腿骨が120° 大腿骨と股骨が30° 程

の角度になるよう折 り曲げて埋葬されている。

‖号土坑墓 (第 35図、図版 6)

位置 :M-2 規模 :105× 65cm

平面形 :隅丸長方形  長軸方向 :N-30° 一E

構造 三西側は地山層を掘 り込んでいたため、明確に

検出できたが、東側は推定 となる。深さは25cm程を

測ることができ、底面は平坦であった。

人骨は全体的に残 りが良 く、頭骨を北北東にして

西を向け、足は脊椎骨 。大腿骨・股骨が平行になる

ほど強 く折 り曲げて埋葬されている。

12号 土坑墓 (第 35図、図版 6)

位置 :L・ M-1・ 2  規模 :145× 140cm

平面形 :不整円形

構造 :37号住居跡の床面を掘 り込んで作 られている

ため、平面形は分かったが、深さについては床面か

らの深さ約 10cmを 検出したに過 ぎない。 しか し骨の

出土位置からして、20cm以上の深さがあったものと

思われる。

馬の骨は頭骨を北にし、背骨 。前足・後足で三角

形をなすように埋葬 されている。
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第 4章 ま と め

大境遺跡の調査は、昨年の中部電力雨宮変電所 。鉄塔建設に伴 う調査に続いての調査 となった。

今回の調査区は、自然堤防上から千曲川旧河道部に移行する部分であり、集落跡から水田跡への移

行部 を調査することができた。 自然堤防の北側縁辺部では、 4世紀から 5世紀前半の住居跡が、数棟

旧河道によって切 られていることから、現在の地形が形成されたのは少なくとも5世紀前半以降とな

る。水田跡は上部を厚 く覆 う砂層が、更埴条里水田を覆 う砂層と同じであることから、 9世紀後半が

考えられる。 自然堤防と 1号水田跡は約1.2mの 比高あり、 3号水田跡は更に60cm程低 くなることか

ら旧河道部分に広がる水田跡とは 2m前後の比高があるものと思われる。また自然堤防を切って北ヘ

流れる 3号溝が、北側では天丼河となっていることから、水田跡はかなり北側まで続いているものと

思われる。なお 3号溝の上流は下条堰からの分岐 と考えられる。 自然堤防から水田跡への斜面にはテ

ラス状の平坦面があ り、道路 と考えられるが、土に締まりなどはなかった。水田跡の調査が、自然堤

防に沿う一部分であるため定かではないが、条里的地割は示 しておらず、 3号溝も坪 を画する畦畔の

位置には乗ってこない。

調査で検出された住居跡は37棟であったが、重複が多く全体 を知 り得た住居跡は少ない。内訳は古

墳時代29棟、奈良時代 2棟、平安時代 6棟である。古墳時代の内、10・ 20号住居跡は出土遺物から 4

世紀代が与えられるが、残 り27棟の内カマ ドを持つ もの、及び持つ と想定されるものは11・ 14・ 22・

23・ 30・ 31・ 35号住居跡と少ない。他は不明も含 まれるが、多くは炉を持たない 5世紀代の住居跡と

考えられる。

調査地′点の東に接する上信越 自動車道の調査では、旧河道の地下数mの地点から木製品と共に多量

の木簡が出土 している。今回の調査では出上位置が深 く、建物に与える影響が大きいため、水田跡よ

り下部については トレンチで調査 を行った。結果、旧河道は調査区内には達 していなかったが、水田

跡が検出された部分に入江状に自然堤防に入 り込む部分があることが分かった。人為的に作 られたも

のであるか、 自然によるものであるのかは不明であるが、調査区北壁で幅約 4m、 表土からの深さ

3.4mを 測ることができる。覆土は灰黒色の粘質土で、植物遺体 を含んでいたが、木製品などは認め

られなかった。

13基検出された土坑墓は内部から出土 した遺物がないため、その時期を明らかにすることはできな

いが、すべての遺構 を切って作 られてお り、また検出面から北宋銭が出土 していたことから、中世の

墓 と考えられる。また、墓に切 り合いがないため、かなり短期間に埋葬されたものとも思われる。注

目されるのは、13基の内 2基から馬の骨が検出されている点である。 4号は頭部12号は全身の骨格が

明らかに土坑を掘って埋葬 している。骨の分析を行 ってないため、詳細は不明であるが、人と馬が同

じ場所に埋葬されたことは何 を意味するのか、興味深い。

最後に発掘調査の実施に当たり、関係者のみなさまの御協力に対 して感謝申し上げます。
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住居跡一覧表

住居跡

NQ

時代 形態 規模 (m) 主軸方向

(長軸 )

主な出土遺物 備 考

1 古墳 方形 5。 45× 土師器内黒杯 。長胴甕 2住 <新

古墳 方形 1住 と同一

奈良 ? 隅丸方形 3.45× 不 明 土師器内黒杯・長胴甕

須恵器杯蓋

18・ 20住 <新

平安 方形 3.90× 3.50 N-130° 一E 詳細本文中 12・ 20025住 <新

平安 方形 3.75× 3.25 N-50° ―W 詳細本文中 19住 <新

平安 方形 3.55× 3.55 N-120° 一E 須恵器高台杯・内黒杯 8・ 16・ 19住 <新

平安 長方形 ? 5.50× 3.80 N-110° 一E 土師器内黒糸切杯・皿

須恵器糸切杯

9。 11住 <新  5・ 6住 <新

平安 7住 と同一 ?

古墳 方形 4.85× 不 明 詳細本文中 8016住 <古 20住 <新

古墳 隅丸方形 8.30× N-60° ―W 詳細本文中

古墳 隅丸方形 4.80× 4.60 N-40° 一W 詳細本文中 7・ 11住 <古

古墳 隅丸方形 5。 85× 5.80 N-65° ―W 詳細本文中 33・ 36住 <新

古墳 方形 不 明 不 明 1住 <古

古墳 隅丸方形 5.40× N-35° 一W 詳細本文中

古墳 方形 2.75× 不 明 土師器甕 22住 <新

古墳 ? 方形 2.95× 不 明 土師器高杯 6住 <古  9住 <新

古墳 ? 不 明 不 明 不 明 土師器甕・蓋、赤色塗

彩の杯

14・ 28住 <古

奈 良 隅丸方形 6.20× N-60° 一E 詳細本文中 11・ 33住 <新

古墳 隅丸方形 ? 不明 不 明 土師器甕 。高杯、管玉 6・ 30住 <古

古墳 不 明 不明 不明 詳細本文中 5。 7・ 9036住 <古

古墳 ? 不 明 不明 不 明 14住 <古 床面のみ検出

古墳 方形 4。 80× N-55° 一W 詳細本文中 15・ 23住 <古

古墳 不 明 不 明 不 明 土師器長胴甕・杯・鉢 22住 <新

古 墳 隅丸方形 不 明 不 明 臼 玉 4住 <古

古墳 隅丸方形 4.45× N-125° 一E? 内黒杯、勾玉・管玉

臼玉

26住 <古 34住 <新

平安 方形 ? (3.50)× N-15° 一E 須恵器糸切杯 25・ 35住 <新

"



住居跡

NQ

時代 形  態 規模 (m) 主軸方向

(長軸 )

主な出土遺物 備 考

古墳 不整方形 不 明 不 明 土師器長胴甕・内黒杯

。高杯 須恵器壺

4<古 28029 住 <新

古墳 方形 不 明 N-35° 一E? 土師器器台 27住 <古 17・ 29<新

古墳 方形 不 明 不 明 4・ 27・ 28 住 <古

周溝あり

古墳 隅丸方形 5.30× N-50° ―W 土師器長胴甕・内黒杯 19035 住 <新

古墳 方形 ? 不 明 不 明 詳細本文中

古墳 隅丸方形 不 明 不 明 土師器甕 南西隅に埋甕

古墳 不 明 不 明 不 明 12・ 36 住 <古

古墳 隅丸方形 ? 不 明 不 明 土師器長胴甕・杯 25・ 35 住 <古

37住 と同一の可能性あり

古墳 方形 不明× 不 明 土師器内黒杯 。高杯

甑

26住 <古 34住 <新

古墳 隅丸方形 6.30× 5。 70 不 明 土師鉢 12住 <古 33住 <新

古墳 隅丸方形 不 明 不 明 詳細本文中

中世土壊墓一覧表

土墳墓

NQ

骨の種類 平面形 規  模 長軸方向 埋葬形態・備考

1 人骨 不 明 不 明 N-40° ―E?

人 骨 楕円形 115× 70cm N-30° 一E 頭骨攪乱により破壊

人骨 隅丸長方形 145× 70cm N-30° 一E 詳細本文中

馬骨 隅丸長方形 70× 55cm N-35° 一W 下顎骨のみ出土

人骨 不整長方形 90× 45cm N-90° 一W

人骨 不明 不 明 頭骨の周辺に骨散在

人骨 不 明 不 明 胆骨 ?出土

人骨 不 明 不 明 頭骨不明

人骨 不 明 不 明

人骨 楕円形 140× 70 N-40° 一E

人骨 隅丸長方形 105× 65cm N-30° 一E 詳細本文中

馬骨 不整円形 145× 140cm 詳細本文中

人骨 不 明 不 明 頭骨の周辺に骨散在

Л
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